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「
江
ノ
電
」
の
愛
称
で
知
ら
れ
る
江
ノ
島

電
鉄
の
歴
史
は
、
前
身
と
な
る
江
之
島
電

気
鉄
道
が
明
治
三
十
五
年
九
月
に
藤
沢

－

片
瀬
（
現
・
江
ノ
島
）
間
を
開
業
し
た
こ

と
に
始
ま
る
。
明
治
四
十
三
年
十
一
月
に

は
小
町
（
現
・
鎌
倉
）
ま
で
延
伸
し
て
全

通
。
そ
の
翌
年
、
電
力
会
社
の
横
浜
電
気

に
吸
収
合
併
さ
れ
、
江
之
島
電
気
鉄
道
部

と
な
っ
た
。
そ
の
横
浜
電
気
も
東
京
電
灯

（
現
・
東
京
電
力
）
に
買
収
さ
れ
る
が
、
大

正
十
五
年
に
新
た
に
江
ノ
島
電
気
鉄
道
が

設
立
、
東
京
電
灯
か
ら
路
線
を
譲
り
受

け
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

戦
後
は
、
社
名
を
江
ノ
島
鎌
倉
観
光
と

改
め
、
小
田
急
電
鉄
の
関
連
会
社
と
な
り
、

昭
和
五
十
六
年
に
は
江
ノ
島
電
鉄
に
社
名

を
変
更
し
た
。

今
回
の
初
三
郎
図
絵
は
、
大
正
六
年
頃

の
刊
行
で
初
作
品
「
京
阪
電
車
御
案
内
」

（
大
正
二
年
）
か
ら
三
十
数
点
目
、
大
正
初

期
の
筆
致
で
あ
る
。
ま
た
昭
和
四
年
、
九

年
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
初
三
郎
作
品
目
録
』

に
は
収
録
モ
レ
し
た
珍
品
で
も
あ
る
。

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京・専修大学非常勤講師。日本地図学会会員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

連載─第27回

鎌
倉
名
所
図
絵

（
巻
物
）

３点とも大正６年発行の初三郎鳥瞰名所図絵の表紙絵。
英文・ローマ字表記が混在、図柄・構図は類似している。
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構
図
は
右
端
に
古
都
・
鎌
倉
の
名
所
旧

跡
で
あ
る
鶴
岡
八
幡
宮
・
大
銀
杏
や
源
頼

朝
ノ
墓
、
建
長
寺
、
円
覚
寺
、
長は

せ谷
大
仏

像
、
鎌
倉
権
五
郎
を
祀
る
御ご

り
ょ
う霊
神
社
な
ど

を
立
体
絵
図
と
し
て
配
置
。
図
を
よ
く
見

る
と
、
横
須
賀
線
と
交
差
し
た
若
宮
大
路

の
併
用
軌
道
上
に
旧
鎌
倉
駅
が
あ
る
（
昭

和
二
十
四
年
に
鎌
倉
駅
西
口
に
移
設
）。
駅

を
出
発
し
、
分
水
嶺
の
極
楽
寺
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
れ
ば
、
稲
村
ヶ
崎
か
ら
西
に
広
が

る
七
里
ヶ
浜
へ
。
そ
の
沖
合
は
、
逗
子
開

成
中
学
ボ
ー
ト
部
員
の
遭
難
哀
歌
「
真
白

き
富
士
の
根
」
で
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
。
さ

ら
に
な
ぎ
さ
沿
い
を
西
に
走
行
し
、
七

里
ヶ
浜

－

腰
越
間
で
は
、
図
絵
に
は
な
い

日
坂
（
現
・
鎌
倉
高
校
前
）
駅
が
誕
生
。

前
後
し
て
図
絵
左
端
に
は
江
の
島
後
方
に
、

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ば
か
り
の

「
富
士
山
」
が
視
界
に
入
る
。
眺
望
の

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
も
随
所
に
あ
る
。

次
の
片
瀬
（
現
・
江
ノ
島
）
ま
で
は
路

面
軌
道
を
行
く
。
江
ノ
電
本
社
ビ
ル
や
名

刹
・
龍
口
寺
が
あ
る
、
江
の
島
観
光
の
拠

点
で
も
あ
る
。
あ
と
は
西
方
（
現
・
湘
南

海
岸
公
園
）
や
鵠
沼
な
ど
を
経
て
、
終
点

の
藤
沢
駅
ま
で
総
延
長
十
㎞
、
三
十
五
分

ほ
ど
の
行
程
で
旅
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
る
。

な
お
、
初
三
郎
得
意
の
ピ
ン
ク
の
桜
に
、

梅
花
の
表
現
が
加
味
さ
れ
て
い
て
、
萌
芽

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
楽
し
い
。

『鎌倉名所図絵』（大正６〈1917〉年頃）
発行所・印刷所不記、
ＹＯＳＨＩＤＡ．　の署名・落款のみ記す。

江ノ島電鉄株式会社
Enoshima Electric Railway Company, Limited.
設立：大正 15（1926）年７月 10日
本社：神奈川県藤沢市片瀬海岸１丁目８番１６号

　市街地を抜けて湘南の海岸線沿いを走り、路地や山あ
いをゆく。藤沢と鎌倉を結ぶ全長10㎞の路線には、著名
な観光名所や名勝が多数存在し、大勢の旅客で１年を通
じて賑わっている。江ノ電の車両と沿線風景が被写体に
なりやすいことから、ＴＶドラマや映画、グラビアなどの
撮影に使われることも多く、江ノ電自体が江の島・鎌倉の
重要な観光資源の一つとなっている。
　生活路線としては、藤沢でＪＲ東海道本線、鎌倉でＪ
Ｒ横須賀線に接続し、東京圏の通勤輸送の一翼を担って
いる。平成24年には、藤沢－片瀬（現・江ノ島）間の
開業から１１０周年を迎えた。

電車と魅力ある沿線風景。
ファンが多い由緒ある電気鉄道。
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江ノ島電鉄株式会社 路線図 初


